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石狩川流域の概要石狩川流域の概要

資料３
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◆石狩川は全国第2位の流域面積を有し、北海道の面積の約1/6を占める。
◆幹川流路延長は全国第3位の大河川である。
◆北海道人口の1/2が石狩川流域に集中している。
◆石狩川流域は北海道における社会・経済・文化の

中心である。
●流域内市町村数：46市町村（18市市2727町町11村村））
●●流域内市町村人口 ：約313万3千人

空知川流域

豊平川流域 千歳川流域

夕張川流域

幾春別川流域

雨竜川流域
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流域及び河川の概要流域及び河川の概要

資料：平成17年国勢調査に基づく算定値
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全国の一級水系（109水系）の幹川流路延長

石狩川水系(268km）

(参考）幾春別川
（59km)
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流域の概要

石狩川上流域
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石狩川石狩川流域の土地利用（現況）流域の土地利用（現況）

流域の概要

◆石狩川沿いの石狩平野、上川盆地等に市街地や農地が広がっている。

市街地

3%

山林

63%

農地等

31%

河川、湖沼

3%

資料：平成18年時点の土地利用
（国土数値情報：土地利用メッシュ100m）
を使用して作成

土地利用の面積割合
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◆石狩川流域は、治水事業や農地開発に
より土地利用状況が大きく変化した。

◆明治３０年頃に比べて人口及び耕地面
積は約７倍、市街地面積は約４３倍に
拡大した。
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※ 低平地面積は上川地方は含まれていない。

石狩川流域の発展石狩川流域の発展

明治30年頃 昭和30年頃 平成17年

流域内人口(万人) 44 184 313

石狩平野に
は湿地が広
がっていた

湿地が徐々
に市街地や
農地に変化

現在は市街地や
広大な農地が広
がっている

流域の概要

凡 例

湿 地

農 地

市街地

低平地における耕地面積： 15,500ha
低平地における市街地面積： 400ha

低平地における耕地面積： 107,900ha
低平地における市街地面積： 2,800ha

低平地における耕地面積： 111,100ha
低平地における市街地面積：17,100ha
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目　的 許可件数
大取水量

(m3/s)

かんがい用水 284 823.5

水道用水 40 17.4

工業用水 16 28.1

発電用水 42 1,092.0

その他 17 5.3

計 399 －

石狩川の水利用の現状石狩川の水利用の現状
◆石狩川の流水は、かんがい用水、水道用水、工業用水、発電用水などに広く利用されており、

地域の産業や人々の生活を支えている。

資料：一級水系水利権調書【北海道開発局】
（平成22年3月31日時点）より作成

石狩川流域の水利権の状況（国処分）

流域の概要

北海頭首工、
北海幹線用水路と
周辺農地
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旭川市へ

岩見沢市

札幌市

江別市

当別町

新篠津村

美唄市

三笠市

石狩市

石狩川流域の特徴①石狩川流域の特徴①
◆石狩川下流の道央圏（札幌市等）

は、北海道の政治・経済・文化の
中心となっている。

◆石狩湾新港、新千歳空港は、道央
圏の物流拠点となっている。

◆石狩川下流域は、高速道路や国道、
鉄道など主要交通施設が集中し、
北海道の交通の要衝となっている。

流域の概要

新千歳空港新千歳空港

石狩湾新港(石狩市）

石狩新港卸センター

札幌市街部札幌市街部

豊
平
川

千歳川合流点付近千歳川合流点付近((江別市）江別市）

千
歳
川
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S20入植当初 H2S50 H14 H21
作付け

開始時期

優

劣

府県米北海道米

石狩川石狩川流域の特徴②流域の特徴②
◆北海道の水稲の作付面積・収穫量はともに全国トップクラス。

特に、石狩川下流域の石狩・空知地方は、北海道の約半分の生産量を誇る。
◆現在は「ななつぼし」や「ゆめぴりか」など「コシヒカリ」に匹敵する食味の品種も生産さ

れている。

648
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438

422
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北海道

新潟

秋田

福島

茨城

（千ﾄﾝ/年）

水稲収穫量全国上位5位(H20)

資料：農林水産省HP「H20年産水陸稲の収穫量」

石狩川流域の道内シェア

資料：農林水産省作物統計(H20)

資料：上川農業試験場の食味官能試験を参考とし北海道開発局で作成

収穫量

全国1位

資料：農林水産省作物統計(H20)

その他

流域の概要

25%

上川（中部・南部）
18%

石狩・空知
57%

石狩、空知は道内随一の米の生産地

当別町当別町
99,,62620t0t

石狩市石狩市
88,,020200ｔｔ 岩見沢市岩見沢市

4646,,770000ｔｔ

美唄市美唄市
2626,,000000ｔｔ

新篠津村新篠津村
1313,,707000ｔｔ

江別市江別市
6,6,040400ｔｔ

三笠三笠市市
1,1901,190tt

札幌市札幌市
133t133t 道

内
へ

道
外
へ
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37%

40%

道内(石狩川流域)

23%

道内(石狩川流域)
11%

10%

79% 44%

39%

道内(石狩川流域)
17%

石狩川石狩川流域の特徴③流域の特徴③

石狩川下流域の
収穫量は全国の

約11％、約28千t

○大豆収穫量割合

◆石狩川下流域は、穀倉地帯が広がり、大豆・小麦などの栽培が行われ、日本の食糧基地とし
て、重要な役割を担っている。

○小麦収穫量割合 ○玉葱収穫量割合

資料：農林水産省
作物統計(H20)

石狩地域石狩地域
20,810t20,810t

大 豆 小 麦 玉 葱

石狩地域石狩地域
55,,899899ｔｔ

空知地域空知地域
64,64,034034tt

当別町当別町
1,1,42420t0t

岩見沢市岩見沢市
33,,222200ｔｔ

美唄市美唄市
22,,660000ｔｔ

新篠津村新篠津村
11,,772020ｔｔ

江別市江別市
789789ｔｔ

石狩地域石狩地域
2020,,810810ｔｔ

空知地域空知地域
118118,,162162tt

岩見沢市岩見沢市
5656,,440000ｔｔ

美唄市美唄市
22,7,74400ｔｔ

新篠津村新篠津村
22,,606000ｔｔ

江別市江別市
22,,414100ｔｔ

三笠三笠市市
9,7309,730tt

札幌市札幌市
1155,,8800t00t

石狩地域石狩地域
39,65339,653ｔｔ

空知地域空知地域
7744,,482482tt

当別町当別町
16,200t16,200t

石狩市石狩市
2,5802,580ｔｔ 岩見沢市岩見沢市

21,30021,300ｔｔ

美唄市美唄市
11,70011,700ｔｔ

新篠津村新篠津村
6,8206,820ｔｔ

江別市江別市
6,7806,780ｔｔ

三笠三笠市市
558t558t

道外

道内(その他)

道内(その他)
道外

道内(その他)道外

流域の概要

北海道の収穫量は

全国1位

石狩川下流域の
収穫量は全国の

約17％、約148千t

石狩川下流域の
収穫量は全国の

約23％、約260千t

北海道の収穫量は

全国1位

北海道の収穫量は

全国1位
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平成17年度 月別観光入込客数
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◆石狩川下流域には、1年を通して、約4,000万人の観光客が訪れる。

資料：北海道経済部観光局「北海道観光入込客数調査報告書」
平成21年度版

石狩石狩川流域の川流域の特徴特徴④④

平成21年度 石狩川下流域 月別観光入込客数

流域の概要

札幌雪まつり札幌雪まつり((札幌市札幌市))

しのつしのつ湖湖((新篠津村）新篠津村）

宮島沼宮島沼((美唄市）美唄市）

はまはまなすのなすの丘公園丘公園（石狩（石狩市市））

江別レンガ江別レンガ((江別市江別市))

ふれあい倉庫ふれあい倉庫（（当別町当別町））

野外音楽堂野外音楽堂((岩見沢市）岩見沢市）

三笠鉄道記念館三笠鉄道記念館((三笠市）三笠市）
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石狩川流域の特徴石狩川流域の特徴⑤⑤

石狩・空知地方には、ワイナリーが多
数存在しており、こうした地域の特性を
生かすことで地域の活性化を図っている。

ワインツーリズム

グリーン・ツーリズム

流域の市町村において、都市近郊の立地条件
等を活かし、都市と農村の交流促進と相互理解
を図るため、農業体験、ファームイン、修学旅
行の受入など各種取組を実施している。

農業体験状況

道内にある１７のワイナリーのうち、石狩・空知
管内には８つのワイナリーが集中する。

流域の概要

※※北海道は加工専用品種（ブドウ）の生産量が日本一北海道は加工専用品種（ブドウ）の生産量が日本一

資料：平成18年産特産果樹生産動態等調査「ぶどう用途別仕向実績調査」

加工専用品種（醸造用ぶどう）生産割合

山形
13%

兵庫
11%

山梨
10%

岩手
4%

その他
10%

長野
18%

北海道
34%

◆石狩川下流域では、地域資源を活かした観光交流、地域づくりが進められている。

そらち DE い～ね　体験受入実績

1,064
1,721

3,001
2,608

2,958

1,9110

21

315
797

1,053
2,778

145

247
272

431
462

498
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農業体験（民泊伴う）

農業体験

受入れ農家数

注１）農業体験実績数は「そらちDEい～ね」の事

務局より聴取り。
注２）受入数には、一部上川管内での体験者数を

含む。

「そらち DE い～ね」

空知管内で都市農村交流に取り
組んでいる団体の広域的なネット
ワーク組織

(活動内容）

・修学旅行生や研修生の受け入れ

・広報普及活動

・情報交換 等

バスを活用した「ワイナリー巡りツアー」が、バスを活用した「ワイナリー巡りツアー」が、
近年、北海道内外のワイン愛好家に好評を博し近年、北海道内外のワイン愛好家に好評を博し

ている。ている。

石狩・空知管内における主なワイナリー

ワイナリー
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主な主な洪水の概要洪水の概要①①

被害家屋 約70戸
浸水面積 約 38km2

6,598
札幌 153
旭川 169

前線・台風平成13年9月

被害家屋約2000戸
浸水面積約65km2

5,759
札幌 66
旭川 119

停滞性前線昭和63年8月

被害家屋約22,500戸
浸水面積約614km2、死者2名

11,330
札幌 294
旭川 296

低気圧･前線･台
風

昭和56年8月上旬

被害家屋約20,600戸
浸水面積約292km2、死者9名

7,533
札幌 175
旭川 193

台風･前線昭和50年8月

被害家屋約9,600戸
浸水面積約260 km2、死者5名

4,529
札幌 58
旭川 62

前線昭和41年8月

被害家屋約41,200戸
浸水面積約661km2、死者7名

4,410
札幌 203
旭川 95

台風･前線昭和37年8月

被害家屋約23,300戸
浸水面積約523km2、死者11名

4,515
札幌 140
旭川 125

低気圧･前線昭和36年7月

被害家屋約9,200戸
浸水面積不明、死者7名

不明
札幌 66
旭川 105

台風大正11年8月

被害家屋約16,000戸
浸水面積約1,300km2

8,350注)札幌 177
旭川 152

台風･前線明治37年7月

被害家屋約18,600戸
浸水面積約1,500km2、死者112名

不明
札幌 158
旭川 163

台風明治31年9月

被害等
石狩大橋地点
観測流量(m3/s)

代表地点雨量
(mm/3日)

気象原因洪水発生年月

注）石狩川治水計画調査報文（明治42年）による

主要洪水



11
主な洪水の概要主な洪水の概要②②

主要洪水

【明治37年7月】

浸水面積約1,300 km2 被害家屋約16,000戸

【平成13年9月】

浸水面積約38km2 被害家屋約70戸

【昭和50年8月】

浸水面積約292km2 被害家屋約20,600戸

【昭和37年8月】

浸水面積約661km2 被害家屋約41,200戸

【昭和41年8月】
浸水面積260km2、被害家屋約9,600戸

岩見沢市岩見沢市北村北村

当別川合流点付近当別川合流点付近

当別川
当別川

石
狩
川

石
狩
川

江別市豊幌江別市豊幌

三笠三笠市多賀町付近市多賀町付近

札幌市札幌市白石区白石区

三笠市三笠市多賀町多賀町

岩見沢市街岩見沢市街

浸水区域（昭和50年8月）

浸水区域（昭和56年8月上旬）

凡 例

美唄市美唄市
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昭和昭和5656年年88月上旬洪水月上旬洪水

◆戦後 大の記録的な豪雨により、当時の計画の流量を大きく超え、甚大な被害が発生した。

◆被害状況

岩見沢市

江別市・新篠津村

江別市

【昭和56年8月上旬】

浸水面積約614km2 被害家屋約22,500戸

石狩市・札幌市

主要洪水

岩見沢市

石狩市・当別町

浸水区域（昭和50年8月）

浸水区域（昭和56年8月上旬）

凡 例

岩見沢市

美唄市

産化美唄川

旧美唄川

幾春別川

石狩川

石狩川

石狩川

創成川

伏籠川

発寒川

茨戸川
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石狩川の治水の沿革石狩川の治水の沿革①①

◆石狩川では、明治から昭和中期にかけて捷水路、支川の付替え、市街地周辺の堤防整備を中
心とする治水事業が進められてきた。

◆戦後、堤防整備、河道掘削と合わせて、ダム等の洪水調節施設の整備が進められてきた。

◆昭和56年8月洪水をきっかけに、計画規模を見直し、上記に加え、軟弱地盤に適した堤防の連
続化、遊水地の整備等に取り組んできている。

９
月

８
月

８
月
下
旬

既
往

大

８
月
上
旬

８
月

８
月

７
月

８
～
９
月

８
月

７
月

９
月

事

業

計

画

H13S63S56S50S37S36S7T11M37M31
洪

水

M30          M40       T1                T10       S1           S10                 S20                 S30                S40                 S50                 S60        H1          H10      H15     H20

M43 本格的な治水工事着手 築堤・掘削・切替・護岸等

T11

T7

S59

H3

雨竜川捷水路

H7

大鳳川新水路

H13

夕張川切替工事

S11

石狩川捷水路工事（29箇所） S44 S57

幾春別川新水路

牛朱別川分水路

H14

H18H18S49

石狩放水路

計画流量8,350m/s3（対雁）

（石狩川治水計画調査報文）

M42

工事実施基本計画策定

基本高水のピーク流量9,300m/s3

（石狩大橋）

工事実施基本計画変更

基本高水のピーク流量18,000m/s3

（石狩大橋）

S40

S57

S57

S40
基本方針策定

H16

S2M43

第1期拓殖計画 第2期拓殖計画

S21 S28 S39

石狩川全体計画

整備計
画策定

H19

S39 新河川法施行 H9 河川法改正

S7

豊平川切替工事

S16

S16

幾春別川切替工事

S36

治水の沿革

滝
里
ダ
ム

金
山
ダ
ム

大
雪
ダ
ム

豊
平
峡
ダ
ム

定
山
渓
ダ
ム

桂
沢
ダ
ム

H7S32 S42 S50S47 S55 H2 H11

漁
川
ダ
ム

H19

砂
川
遊
水
地

忠
別
ダ
ム

S50

激特事業

S54 S56

激特事業※

S61

※激特事業：河川激甚災害対策特別緊急事業（S50～、S56～）

幾春別川総合開発事業
実施計画調査着手 建設事業着手

S60 H2
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大
鳳
川
新
水
路雨

竜
川

雨
竜
川
捷
水
路

雨
竜
川
捷
水
路

雨
竜
川
捷
水
路

旧
河
道

石狩川の治水の沿革②石狩川の治水の沿革②

遊水地の整備により下流部の洪
水流量の低減を図る。

砂川遊水地 （H7年完成）

ダムの整備により下流部の洪水流
量の低減を図る。

滝里ダム（H11年完成）

河道浚渫・掘削により河道断
面を拡幅し河道の水位を下げ
るとともに内水への効果を発
揮する。

河道浚渫・掘削

（S57年完成）

放水路により洪水を海に直接放
流し、洪水時の水位の低減を図
る。

石
狩

放
水

路

放水路

排水機場の整備により内水を排
除する。

排水機場整備

堤防の整備

堤防の整備により洪水の安全な流
下を図る。泥炭性の軟弱地盤にお
いては、緩傾斜の堤防を整備し、
堤防の安定化を図る。

治水事業

ダム事業 遊水地事業

河道の蛇行部のショートカット
により、洪水時の水位の低減を
図る。

捷水路事業

本川への合流点を下流に切り替え、
本川の背水の影響を軽減し、洪水時
の水位の低減を図る。

新水路事業

雨竜川捷水路（H14年完成）

幾春別川新水路（H18年完成）

幾春別川
幾春別川

旧
美

唄
川

旧
美

唄
川

幾
春
別
川

幾
春
別
川

新
水
路

新
水
路

石石
狩狩

川川

旧河道旧河道

◆石狩川では、様々な治水対策を総合的に実施している。

石狩放水路
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■
●

砂
川

遊
水

地

　
1
3
,0

0
0

産
化

美
唄

川

茶
志

内
川

滝
田

川

3
0

●

1
1
,7

0
0

1
0
,0

0
0

4
0

7
0

1
7
0

6
0

1
0
,4

0
0

6
,7

0
0

4
,4

0
0

〔
〕

1
4
,4

0
0

9
,5

0
0

中流遊水地

日 本 海

当別川

豊平川

篠津川

石狩大橋

千歳川

須部都川

月形

奈井江川

橋本町

夕張川

幾春別川

十四号川

奔美唄川

美唄川

豊沼奈江川

パンケ歌志内川

空知川

札比内川

浦臼内川

黄臼内川

徳富川

尾白利加川

雨竜川

江部乙川

80

250 160

30

80

600 450

190

100

150

6040

1,400

350

50

2,500

1,100

2,600

3,300

2,400

1,100

650

300

60

●対象期間
概ね30年

●洪水対策の目標
戦後 大規模の昭和56年8月上旬降雨により発生する洪水

を安全に流す。

●目標流量
石狩大橋地点における目標流量は14,400m3/sとし、既設の

洪水調節施設及び支川の整備計画に位置づけられた新規洪水
調節施設、さらに本川の新規遊水地により合わせて2,700m3/s
を調節して、河道への配分流量を11,700m3/sとする。

河川整備計画(平成19年9月策定）の目標

河川名 洪水調節施設

石狩川 中流遊水地

幾春別川(石狩川支川)
新桂沢ダム

三笠ぽんべつダム

夕張川(石狩川支川) 夕張シューパロダム

千歳川(石狩川支川) 千歳川遊水地群

新たに整備する洪水調節施設

河道への配分流量

石狩川水系石狩川水系 石狩川（下流）河川整備計画の概要石狩川（下流）河川整備計画の概要
治水計画

■

●

基準地点

主要地点

凡　　例

〔 〕 （ ：　　 目標流量 /Ｓ）3単位 m
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石狩湾

【中流遊水地の整備】

整備の進捗状況と今後の整備箇所整備の進捗状況と今後の整備箇所
治水計画

石狩大橋(基準地点)

【河道の掘削(約80km)】

計画高水位

平水位

河道の掘削イメージ

【堤防の整備(約130km)】

計画高水位 完成堤防

現地盤

堤防の整備イメージ

5

1 1

5
平水位

石狩川～本川と旧川群

※当日配布資料に、一部間違いが
ありましたので修正しています。
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幾春別川流域の概要幾春別川流域の概要
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流域の土地利用の変遷流域の土地利用の変遷

◆幾春別川流域は、治水事業や農業開発により、土地利用状況が大きく変化した。

資料：地目データは国土地理院
発行の5万の1地形図より

明治29年 昭和29年頃

昭和40年頃 平成7年頃

流域の概要

流域界（明治29年頃）

流域界（幾春別川および旧美唄川）
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幾春別川の利水の現状幾春別川の利水の現状①①

熊追発電所

桂沢発電所

市来知頭首工

国
道

12
号

Ｊ
Ｒ

函
館

本
線

道
央

自
動

車
道

幾春別川流域における取水位置図0 10km5

流域の概要

既設ダム

市街地

高速道路

主要道路

鉄道

発電用水

水道用水

かんがい用水

その他

流域界

河川

基準地点

頭首工

凡例

建設ダム

幾春別川の水利権の状況（国処分）

資料：一級水系水利権調書【北海道開発局】
(平成22年3月31日現在)より作成

目　的 許可件数 大取水量(m3/s)

かんがい用水 5 18.0

水道用水 1 1.1

発電用水 2 27.5

その他 1 0.9

計 9 －

川向頭首工

◆幾春別川の流水は、かんがい用水、水道用水、発電用水等として利用されており、三笠市、
岩見沢市、美唄市の生活や空知地域の農業などを支えている。
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幾春別川流域における
かんがい用水の近10ヶ年の取水制限

幾春別川の利水の現状幾春別川の利水の現状②②
◆幾春別川の流水の利用は多く、夏期には流量が少なくなり、かんがい用水の取水制限が度々

行われ、近10ヶ年でも4回行われている。

熊追発電所
桂沢発電所

市来知頭首工

川向頭首工

0 10k
m

5

川向頭首工下流の瀬切れ

幾春別川流域での渇水被害

84 81

22

0 0

17

56 58

16

0 0 0 0 0

51

0 0 0

54

30

0 0 0

34
28

17

39

15

0 0

35 36 35

22

0 0 0 0 0

35

0 0 0

13

28

0 0 0

35 36

0

20

40

60

80

100

S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

発
生

日
数

0

20

40

60

80

100

大
取

水
制

限
率

(%
)

発生日数

大取水制限率(%)

桂沢ダム湖の水位低下状況

１３５４平成１４年

年 度
取水制限
日 数

大取水
制限率(％)

平成１５年 ３０ ２８

平成１９年 ３４ ３５

平成２０年 ２８ ３６

流域の概要

幾春別川流域での取水制限状況

発
生
日
数

大
取

水
制

限
率

(
%
)



21幾春別川における主な洪水の概要幾春別川における主な洪水の概要

石

狩

川

旧

美

唄

川

幾

春
別

川

幌向
川

【昭和41年8月洪水】

旧美唄川

北村豊里地区

【昭和50年8月洪水】

【昭和56年8月上旬洪水】

【昭和36年7月洪水】

旧美唄川支川大願川周辺

三笠市街

主要洪水

大願川

旧美唄川

岩見沢市北村

三笠市多賀町

幾春別川

石狩川
石狩川と幾春別川
の合流地点

浸水区域（昭和50年8月）

浸水区域（昭和56年8月上旬）

凡　　　　　例

浸水区域（昭和50年8月）

浸水区域（昭和56年8月上旬）

凡　　　　　例
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幾春別川の治水事業の沿革幾春別川の治水事業の沿革

美唄川を上流部で石狩川に切り替え
幾春別川を幌向川から分離して、石狩川に合流する新水路を整備
洪水調節、かんがい用水・水道用水の補給、発電を目的とした桂沢ダムを建設
幾春別川の蛇行部をショートカットする河道改修を実施
旧美唄川を幾春別川に合流させ、石狩川への合流点を下流に移す幾春別川新水
路を整備

１

２

３

４

５

治水の沿革

美唄川

第一幹川

第
二
幹
川

ビバイイクシュンベツ川

旧
美
唄
川

大
願
川

幾
春
別
川

幾春別川

旧幾春別川

幌
向
川

締切大正12年

開削 昭和16年～24年

開削 大正11年～12年

締切 昭和36年

第一幹川

キムン取水

桂沢ダム

石
狩
川

幾春別川における主な治水事業

桂沢ダム

２

４

３

５

１

【ショートカット前】

（昭和42年撮影）

西西
新新
橋橋

岩見沢
市街

西西
新新
橋橋

新新
岡岡
山山
橋橋

【ショートカット後】

北
盛
橋

（昭和61年撮影）

４

新新
岡岡
山山
橋橋

幾春別川
幾春別川

旧美
唄川

旧美
唄川

幾
春
別
川

幾
春
別
川

新
水
路

新
水
路 石石

狩狩
川川

旧旧
河

道
河

道

（
旧

美
唄

川
）

（
旧

美
唄

川
）

幾春別川新水路事業

旧旧
河
道

河
道

（
幾
春

別
川
）

（
幾
春

別
川
）

５

石
狩
川

石
狩
川

大正10～14年
昭和16～36年
昭和26～32年
昭和46～59年
平成 3～18年

旧河道旧河道
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●対象期間
概ね30年

●洪水対策の目標
戦後 大規模の昭和56年8月上旬降雨により発生する

洪水を石狩川の整備と相まって安全に流す。

●目標流量
西川向地点における目標流量は1,100m3/sとし、新桂

沢ダム及び三笠ぽんべつダムにより400m3/sを調節して
、河道への配分流量を700m3/sとする。

●流水の正常な機能の維持
概ね10年に１回起こりうる渇水時において、流水の正

常な機能を維持するため必要な流量（西川向地点：概ね
2.3m3/s）を、利水補給と相まって確保する。

旧
美
唄
川 号

川

２

石
狩
川

西
川
向 
■

市
来
知
川

三
笠
幌
内
川

三
笠 

●

[1,100]
700

幾春別川

奔
別
川

ゴ
ク
ド
ウ
川

ビ
バ
イ
イ
ク
シ
ュ
ン
ベ
ツ
川

第一幹川

大願川

第二幹川

 1,100  600  400

 45

 
17
0

6
0

140

 100

20

 1
00

 
30

 4
00

 50 20

基準地点

主要な地点

凡例

(単位：m3/s)［ ］目標流量

石狩川水系石狩川水系 幾春別川河川整備計画の概要幾春別川河川整備計画の概要
治水計画

河川整備計画(平成18年9月策定）の目標

河道への配分流量
新たに整備する洪水調節施設

・新桂沢ダム

・三笠ぽんべつダム
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西川向（基準点）

（
桂
沢
ダ
ム
）

整備の進捗状況と今後の整備箇所整備の進捗状況と今後の整備箇所
治水計画

【河道の掘削(約10km)】

計画高水位

平水位

整備計画河道

現況河道

河道の掘削イメージ河道の掘削イメージ

【堤防の整備(約30km)】

計画高水位
完成堤防

現地盤

堤防の整備イメージ

平水位

幾春別川流域

石狩川流域図

※当日配布資料に、一部間違いがありましたので修正しています。



25流水の正常な機能の維持
幾春別川

総合開発事業

水道用水については、平成６年度に「新桂沢ダム及び三笠ぽんべつダムの建設に関する基本計画」
（以下、「基本計画」という。）を定める際、今後の水需要の増大や将来にわたり安定した供給のため、
桂沢水道企業団が8,640m３/日の水源を本事業に求め、参画（ダム使用権の設定予定者）した。

工業用水については、平成６年度に「基本計画」を定める際、今後の水需要の増大のため、北海道企
業局が37,450m３/日の水源を本事業に求め、参画（ダム使用権の設定予定者）した。

発電については、平成６年度に「基本計画」を定める際、電源開発(株)が新桂沢ダムの建設に伴って
新設する新桂沢発電所において最大出力16,800kwの発電を行うため、事業に参画（ダム使用権の設定予
定者）した。

その後、平成２０年度に「基本計画」を変更する際、各利水参画者に需要量を確認したところ、工業
用水については、社会情勢の変化を踏まえ、需要量を見直し、12,840m３/日への変更があった。

幾春別川総合開発事業の水道用水供給等

＜幾春別川河川整備計画（H18.3策定）より抜粋＞

新桂沢ダム及び三笠ぽんべつダムを建設する「幾春別川総合開発事業」により、流水の正常な機能の
維持、水道用水の供給、工業用水の供給及び発電を行う。

このことにより、流水の正常な機能を維持するために必要な流量として、西川向地点において、概ね
2.3m３/sを確保し、各種用水の安定供給、動植物の生息・生育環境の保全等を図る。
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◆ 洪水調節
イ 新桂沢ダム

既設桂沢ダムの再開発により、洪水調節容量を増加させ、新桂

沢ダムの建設される地点における計画高水流量毎秒910立方メー

トルのうち、毎秒840立方メートルの洪水調節を行う。

ロ 三笠ぽんべつダム
三笠ぽんべつダムの建設される地点における計画高水流量毎秒

370立方メートルのうち、毎秒340立方メートルの洪水調節を行う。

◆ 流水の正常な機能の維持
下流の既得用水の補給等流水の正常な機能の維持と増進を図る。

◆ 水 道
桂沢水道企業団に対し、新桂沢ダム地点において、新たに１日

大8,640立方メートルの水道用水の取水を可能ならしめる。

◆ 工業用水道
北海道に対し、札幌市東区中沼町地先において、新たに１日

大12,840立方メートルの工業用水の取水を可能ならしめる。

◆ 発 電
新桂沢ダムの建設に伴って新設される新桂沢発電所において、

大出力16,800キロワットの発電を行う。

幾春別川総合開発事業の概要①幾春別川総合開発事業の概要①
幾春別川

総合開発事業

■目的
 

十勝

釧路

根室

網走

宗谷

留萌
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新桂沢ダム【再開発：嵩上げ】

幾春別川総合開発事業の概要②幾春別川総合開発事業の概要②

■ダム諸元 ■貯水容量諸元

三笠ぽんべつダム【建設】
洪水時 高水位 EL179.2m

低水位 EL146.5m

基礎地盤標高 EL130.0m 堆砂容量 120,000m3

洪水調節容量 8,500,000m3

有効貯水容量
8,500,000m3

総貯水容量
8,620,000m3

ダム堤頂長 406.5m

堤体積 65万m3

湛水面積
6.66km2

ダム堤頂長 160.0m

湛水面積 0.55km2（洪水時）

堤体積 18万m3

洪水時 高水位 EL196.8m

低水位 EL158.0m

流水の正常な機能の維持 26,990,000m3

かんがい用水(現ダム)   65,700,000m3

水道用水(現ダム)        5,700,000m3

発 電 93,660,000m3

水道用水 40,000m3

工業用水 970,000m3

洪水期貯留準備水位 EL190.7m

平常時 高貯水位 EL193.1m

流水の正常な機能の維持 29,900,000m3

かんがい用水(現ダム)   74,100,000m3

水道用水(現ダム)        7,700,000m3

発 電 105,300,000m3

水道用水 100,000m3

工業用水 1,300,000m3

基礎地盤標高 EL125.0m
堆砂容量 10,900,000m3

洪水調節容量 37,000,000m3

洪水期（6月15日～10月31日）
洪水調節容量 23,300,000m3

非洪水期（11月1日～6月14日）

有効貯水容量
136,400,000m3

総貯水容量
147,300,000m3

洪水期利水容量 99,400,000m3 非洪水期利水容量 113,100,000m3
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幾春別川総合開発事業の概要幾春別川総合開発事業の概要③③

幾春別川

総合開発事業

洪水調節容量洪水調節容量 10,40010,400,000,000ｍｍ33 洪水調節容量洪水調節容量((現ダム現ダム)) 10,40010,400,000,000ｍｍ33

水道用水水道用水 5,7005,700,000,000ｍｍ33

堆砂等堆砂等 10,900,00010,900,000ｍｍ33

かんがいかんがい 65,70065,700,000,000ｍｍ33 かんがいかんがい((現ダム現ダム))
65,70065,700,000,000ｍｍ33

洪水調節洪水調節((新規新規))
26,60026,600,000,000ｍｍ33

流水の正常な機能の維持流水の正常な機能の維持((新規新規))

26,99026,990,000,000ｍｍ33

堆砂堆砂 10,90010,900,000,000ｍｍ33

水道用水水道用水((現ダム現ダム)) 5,7005,700,000,000ｍｍ33

◆新桂沢ダムでは、既設の桂沢ダムを11.9ｍ嵩上げし、治水及び利水容量の増強を図る。

新

桂

沢

ダ

ム

11.9m

嵩上げ

ダム高
63.6m

桂沢ダム容量配分図（昭和32年完成)
(総貯水容量 92,700,000ｍ3)

新桂沢ダム容量配分図
(総貯水容量 147,300,000ｍ3)

新規開発分
54,600,000ｍ3

桂
沢
ダ
ム

((新規新規))水水道用水道用水 4040,000,000mm33

((新規新規))工工業用業用水水 970970,000,000mm33

【単位：ｍ3】

現ダム分
92,700,000ｍ3

桂
沢
ダ
ム

〈洪水期〉
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幾春別川総合開発事業の経緯幾春別川総合開発事業の経緯

・「石狩川水系幾春別川河川整備計画」策定3月平成18年

・事業再評価7月平成11年

・「石狩川水系河川整備基本方針」策定6月平成16年

・検証の対象となるダム事業に区分12月平成21年

・事業再評価8月平成22年

・桂沢ダム完成6月昭和32年

・環境影響評価手続き完了1月平成 6年

・「新桂沢ダム及び三笠ぽんべつダムの建設に関する基本計画」変更
（総事業費：835億、予定工期:平成27年、工業用水の減量に伴う容量配分の見直し）

11月平成20年

3月

8月

8月

7月

3月

8月

8月

6月

4月

・付替市道工事着手（三笠ぽんべつダム）

・取水放流設備着手（新桂沢ダム）

・工事用道路着手（三笠ぽんべつダム）

・事業再評価

・事業再評価

・仮排水路トンネル着手（三笠ぽんべつダム）平成13年

・「新桂沢ダム及び三笠ぽんべつダムの建設に関する基本計画」策定
（総事業費：700億円、予定工期:平成16年）

・建設事業着手平成 2年

・実施計画調査着手昭和60年

幾春別川

総合開発事業
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幾春別川総合開発事業の現状幾春別川総合開発事業の現状

未整備箇所

凡 例

（H22年度現在）
工事中又は完成箇所

幾春別川総合開発事業は、総事業費約835億円のうち、平成21年度末で
約414億円（約50％）の進捗

（平成21年度末現在）

工事用道路

三笠ぽんべつダム

奔
別

林
道
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川

市
道
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別
沢
線

道
岩道

見沢三笠線
幾春別川 仮排水路トンネル

三笠ぽんべつダム

付替林道

付替市道

用地取得

(224ha）
2.7%(6ha)　民有地：100%取得済

用地取得

(63ha）
0%(0ha)　民有地は無し

移転家屋

(17戸）
移転家屋 該当無し

付替道路

(20.2km)
4.8%（0.964km)

付替道路

(2.5km)

ダム本体及

び関連工事

ダム本体及

び関連工事

新
桂
沢
ダ
ム

三

笠

ぽ

ん
べ

つ

ダ

ム45.1%

100%(17戸）

40%（1.0km)

40.2%取水塔及び取水放流設備施工中 仮排水路ﾄﾝﾈﾙ完了
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石狩川水系石狩川水系河川整備基本方針の概要河川整備基本方針の概要【参考】
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●基本高水
（石狩川下流）石狩川の基本高水は、昭和37年８月洪水、昭和50年８月洪水、昭和56年８月洪水等の既
往洪水について検討した結果、そのピーク流量を下流基準地点石狩大橋においては、基本高水のピー
ク流量を18,000m3/sとする。このうち、洪水調節施設により4,000m3/sを調節して、河道への配分流
量を14,000m3/sとする。

（幾春別川）幾春別川の基本高水は、昭和50年８月洪水等の既往洪水について検討した結果、そのピー
ク流量を基準地点西川向において1,500m3/sとする。
このうち、洪水調節施設により500m3/sを調節して、河道への配分流量を1,000m3/sとする。
●計画高水流量

(石狩川下流）計画高水流量は、伊納において6,000m3/sとする。伊納から下流においては、雨竜川等
からの流入量を合わせ、さらに、空知川、幾春別川等からの流入量に洪水調節施設による洪水調節効
果を見込み、夕張川合流前において12,500m3/sとする。その下流においては、夕張川等からの流入量
を合わせ、石狩大橋において14,000m3/sとし、さらに下流においては、豊平川等からの流入量を合わ
せ、河口において15,000m3/sとする。

（幾春別川）計画高水流量は、三笠において650m3/sとする。その下流においては、西川向において
1,000m3/sとし、旧美唄川等からの流入量を合わせ1,400m3/sとし、石狩川合流点まで同流量とする。
●河道計画
堤防の新設・拡築、しゅんせつ及び掘削により河積を増大させ、護岸、水制等を設置し、計画規模の
洪水の安全な流下を図る。しゅんせつ、掘削による河積の確保にあたっては、河道の維持、河岸等の
良好な河川環境等に配慮する。
●流水の正常な機能を維持するため必要な流量
石狩大橋地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、利水の現況、動植物
の保護、塩害の防止等を考慮し概ね100m3/sとする。

幾春別川計画高水流量図

単位 m3/s

石狩川水系河川整備基本方針 （平成16年6月策定）の概要


